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・業務目的以外の貸与、使用の禁止
・作業完了後はキヤノングループヘのデータ返却、もしくは作業者側でのデータ破棄

キヤノンロゴと社名のコンポジット＿日本語表記＿印刷用 キヤノン株式会社. 2020.02

高さ比率［キヤノンロゴ：社名仮想ボディ＝1：0.5］

データの形式 :
●このデータは、印刷物制作用の CMYK 形式データです。
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キヤノンファインテックニスカ（深圳）有限公司
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〒 400-0593 山梨県南巨摩郡富士川町小林 430-1

常総物流センター
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To p  M e s s a g e

サステナビリティを経営の基盤に据え、
開発や生産技術の強みを活かして
社会価値と顧客価値の創造を
続けてまいります。
私たちは自然災害の頻発、感染症の拡大、
国際紛争など激動の時代を生きています。
このような環境の中、社会の変化を先取
りし、変化をチャンスと捉え、より積極
的に社会や世界の人々の暮らしに貢献し
たいと考えています。
キヤノンファインテックニスカは、ペー
パーハンドリング技術やインクジェット
技術を核とした印刷機器関連事業で成長
し、将来を見据えた『長期経営ビジョン
2030』を策定し、ビジョンの実現に向け
て新たなチャプターに踏み出しました。
サステナビリティを経営の基盤に据え、
開発や生産技術の強みを活かして社会価
値と顧客価値の創造を続けてまいります。
皆様の温かいご理解とご支援をお願い申
し上げます。

代表取締役社長

楠元 俊彦

企業理念「共生」
キヤノングループの企業理念は、『共生』です。
私たちは、この理念のもと、文化、習慣、言語、民族などの違いを問わず、すべての人類
が末永く共に生き、共に働き、幸せに暮らしていける社会をめざします。
しかし、経済、資源、環境など ... 現在、地球上には共生を阻むさまざまな問題があります。
共生に根ざした企業活動を通じて、これらを解消するため、積極的に取り組んでいきます。
真のグローバル企業には、顧客、地域社会に対してはもちろん、国や地域、地球や自然に
対してもよい関係をつくり、社会的な責任を全うすることが求められます。

「世界の繁栄と人類の幸福のために貢献していくこと」をめざし、共生の実現に向けて努
力を続けます。

トップメッセージ
企業理念/行動指針
ミッション/バリュー/経営ビジョン

O u r  M i s s i o n

巧みの技術やプリンティングソリューションにより、
世の中の多彩な情報に新たな価値を加え、
世界の人々に感動を届けます。

行動指針の原点「三自の精神」
行動指針の原点、それは、キヤノン創業期から受け継がれる「自発・自治・自覚」の「三
自の精神」。企業 DNA を継承しながら、真グローバルエクセレントカンパニーをめざすキ
ヤノングループの一員として、現在でも最も重要な指針となっています。

　[自発 ]
　　何事にも自ら進んで積極的に行う。

　　[ 自治 ]
　　自分自身を管理する。

　　[ 自覚 ]
　　自分が置かれている立場・役割・状況をよく認識する。
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O u r  P r o d u c t s

「安全・安心・満足」の「Canon Quality」※1を世界へ
ビジネスの業務効率を強力にサポートする
キヤノンファインテックニスカの製品ラインアップ

R & D / P r o d u c t i o n / Q u a l i t y

イノベーションによる独創的な製品で業界をリードするキヤ
ノンファインテックニスカの研究開発は、開発・生産・品質
の各部門が一体となったコンカレント体制。
より早く確実に「安全・安心・満足」をお客様にお届けでき
るよう取り組んでいます。

製品 

キヤノンファインテックニスカでは、業界初となるオンデマンド三方向
裁断機能付き自動製本機（くるみ製本機）、針なし綴じ10枚化の実現、
ステイプル・針なし綴じ・パンチなどのさまざまな機能を搭載しながら
も小型化・軽量化を実現し、世界シェア70％※2を超えるインナーフィニッ
シャーなど、さまざまな製品を世に送り出してきました。
これらの開発過程では、毎年のように表彰されている技術開発力はも
ちろん、開発・生産・品質の各部門が一体となったコンカレント体制に
より、開発スピードアップを追求しています。また、年々変化する製品
安全基準や法規制に対応するため、最新鋭の設備と品質評価体制で「安
全・安心・満足」の「Canon Quality」をお届けしています。
今後もお客様第一を念頭に置き、お客様に必要とされる新技術を開発
し続けていきます。

事務機周辺機器 ケーブルIDプリンター

カードプリンター IDカードプリンター プレート＆シートプリンター

大量給紙が可能な給紙デッキや、仕分け・折り・製本といった後処理の排紙装置において
多様なラインアップを提供し、効率的なワークフローの実現に貢献。

小ロット多品種のラベルをオンデマンドで、美しく、
よりスピーディーに発行。

社員証や学生証、会員カード、診察券など、
さまざまなIDカードを簡単・きれいに印刷。

ケーブルに取り付けるチューブや
ラベルに、信号名などを印字。

固定資産管理ラベルや定格銘板、
レンタル商品の管理銘板などの印刷
に幅広く活躍する銘板プリンター。

LX-D5500

LabelCreate SE/LITE

ImageCreate SE

IX-R7000

MK5000

Artland PP550
CX-G6400

CX-G2400

※2 2019 年、当社調べ

技術

【揃える技術】
生産スピードを維持しながら給排紙の用
紙の体裁を整えます。

【綴じる技術】
印刷した成果物を綴じた状態で出力し、
後工程を省略します。

【折る技術】
1 台でさまざまな折りを実現します。

【高速印刷】
インクジェットラインヘッドを中心に、搬
送技術、画像処理技術など、さまざまな技
術開発により、業界トップクラスの印刷ス
ピードを実現。

【高画質印刷】

【多彩な印刷メディア搬送】
さまざまな印刷メディアに合わせた搬送技
術により、高精度な印刷を実現しています。

■ 技術紹介

ラベルプリンター

名刺からポストカード、封筒、
プラスチックカードまで
多様な用途に対応。

サイド給紙デッキフィニッシャー 折機 製本機 インサーター

※1 Canon　Quality
品質の基本理念である「ノークレーム・ノートラブル」を実現すべく、
キヤノングループでは製品やサービスが携えるべき品質を

「安全（Safety）」、「安心（Smartness）」、「満足（Satisfaction）」として掲げています。
壊れない、けがをしない、不具合がないという「安全」。
使いやすい、デザインが良い、信頼できると感じていただける「安心」。
そして、良かった、素晴らしい、これからもずっと使い続けたいと思っていただける「満足」。
これらを満たす製品とサービスの提供に最善を尽くしています。
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搬送技術、画像処理技術など、さまざまな
技術開発により、高画質印刷を実現。



  環境への取り組み

製品の企画・開発段階から原材料調達、製造、集荷、廃棄
に至るまで、人と環境に配慮した製品づくりを進めていま
す。製品の企画・開発段階では、お客様や社会のニーズを考
慮した製品ごとの「環境仕様」を決定し、それに基づく製品
設計を行います。また、部品の調達先に対しても、キヤノン
グループのグリーン調達基準に基づく、厳しい環境基準を満
たすことを徹底しています。部品や原材料を選択する際には
有害な物質が含まれていないか、製品を組み立てる際には
有害物質を使用、排出する工程がないかを確認しています。 
このような一連の取り組みを徹底するために、キヤノン
グ ル ー プ と し て、 国 際 標 準 化 機 構 が 発 行 し た EMS（ 環
境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム ） に 関 す る 国 際 規 格 で あ る 

「ISO14001」の統合認証を取得し、常に環境パフォーマンス
の改善を図っています。

O u r  S u s t a i n a b i l i t y

地球環境との「共生」を理念に掲げるキヤノングループの一員として、
人と環境に配慮した製品づくりを通じて地球環境を保全し、地域社会へ
の貢献活動に意欲的に取り組んでいます。

健康経営宣言

  社会貢献

グローバル企業の一員として、企業市民として
社会の利益に貢献することは企業目的達成にもつながると考え
ます。地域のよりよい街づくり、遠く海外の被災者への支援な
ど、企業市民としての役割・責任を積極的に果たしています。

▼人道・災害支援活動
国内外で発生する自然災害からの早期復興を願い、募金活動な
どを行っています。

▼地域社会活動
緑化運動、地域住民の方々を招いてのファミリーデーの開催、
地元の小中学校の課外授業への協力など、地域の皆さんと活動
を続けています。

▼環境保全活動
事業所内および周辺の日常的な美化運動や、コミュニティの環
境保全活動への参加など、積極的に展開しています。

▼社会福祉活動
献血や、使用済み切手・プリペイドカード、外国コインの収集
および寄付などの継続的活動に加え、さまざまなボランティア
活動に参加しています。

  製品の安全

キヤノングループの一員として、「製品安全に関する基本方針」
を定め、遵守しています。

「製品安全に関する基本方針」
１．法令の遵守
当社は、製品安全に関する諸法令、各種の指針その他の規範を遵守
します。
当社は、従業員に対し、上記諸法令等の規範並びに社内規程につい
て教育・研修を実施し、その周知・徹底を図ります。

2．製品安全の確保
当社は、お客様に安心してお使いいただける安全な製品の提供に万
全を期します。そのために、法令や業界で定められた安全基準に加え、
自主安全基準を遵守し、継続的に安全性の向上に努めます。
当社は、従業員その他の関係者に対し、製品安全の確保、製品事故
の未然防止等に向けた教育・研修を実施します。

３．製品事故への対応
当社は、当社製品に係る事故について、速やかにその情報を収集で
きる体制の構築に努めます。
当社は、当社製品について重大製品事故が発生したときは、法令に
基づき、キヤノン株式会社等と緊密な連携のもとに、速やかに主務
官庁に報告を行うとともに、お客様等に対して適切な情報提供を行
います。
当社は、製品事故に関し、必要と認められるときは、製品の回収や
修理等の措置を講じます。

4．自主行動計画の策定、実施
当社は、この基本方針に基づき、製品安全に関する自主行動計画を
策定、実施し、その実効性確保に向け継続的に自主行動計画を改善
していくことにより、「お客様重視」、「製品安全確保」の企業文化を
醸成し、確立します。

  社員と共に

人権と労働
当社は「キヤノングループ行動規範」に基づき、不当な差
別の禁止はもとより、従業員が高いモチベーションをもっ
て働くことができる魅力的な職場環境づくりに努めてい
ます。向上心・責任感・使命感を尊重する「人間尊重主
義」や、「実力主義」に基づく公平・公正な配置・評価・処
遇を徹底するとともに、こうした人事施策と相まって「進
取の気性」が発揮される企業風土の醸成を図っています。 
また、女性の活躍推進や男性の育児参画支援を行っており、厚
生労働省より「子育てサポート企業」として「くるみん認定」
も受けました。

健康経営宣言
キヤノングループの行動指針である「健康第一主義」「三自の
精神」のもと、「社員の健康こそ経営の源である」を基本理念に、
社員が活き活きと健康で常に能力を発揮できる環境・体制づく
りを推進していきます。

キヤノンファインテックニスカCSR

キヤノングループとして
国際環境管理規格である「ISO14001」の統合認証を取得

キヤノンファインテックニスカでは、「共生」を理念に掲げるキヤノングループの一員と
して、健全で公正な事業活動を行うとともに、事業所近隣の河川清掃や美化運動、近隣学
校への講師の派遣、献血への協力など、地球環境の保全活動や地域社会での活動を通じて、
企業市民としてよりよい社会の実現に貢献します。
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